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Abstract  

Wenowhaveso manycommunication methods，SuCh as the telephone，facsimile，  

personalcdmputercommunication，internet，etC．Weusenotonlylettersbutalsoaliteral  

facetocommunicateouremotionalstatesincomputercommunication．  

Thepurposeofthisstudywastogetthebasicdataforthepurposeofdevelopingthe  

emotionalscaleusingliteralface．SubjectsratedthepleasureLdispleasureof1241iteral   

faces（ex．（＾／），（・。・），（〈ム〈））on a three points scale（pleasure，neutral，displeasure）．   

Theyestimatedliteralface，（＾；）（＜0＾）（＾／）（’．＾）（●〈0〈●）aspleasure，and（／＿；）   

（T＿T）（〉＿く）（‾／；）asdispleasure．Asaresultoffactoranalysis，eightmainfactorswere   

extracted，SuChas“aneyeandeyebrowshapedlike t〈，”，“aneyeShapedlike－（bar）”，   

“aneyeshapedlike・0（dotorcircle）”，“aneyeShapedlike＠（mark）”．  

These literal faces are used to make up with emotions which we can not express 

Sufficientlyinliterallyrepresentedtexts．Buttheyarealsocharacterizedbyambiguity．  

Keywords：theemotionalscale，nOnVerbalcommunication，1iteralface，factoranalysis  

いろいろな手がかりがあるが，顔における表情表  

出の果たす役割は大きいものがある。表情に関す  

る研究は，アリストテレスの頃からあるといわれ  

ているが，観察法を主としたDarwin（1872）によ  

る「人および動物の表情について」は，しばしば  

ノンバーバル研究の古典として挙げられる。これ  

以後，ノンバーバルについてのさまぎまな研究が  

はじめに  

言語以外の情報伝達手段として，表情，視線，  

身振り，姿勢，パーソナル・スペース，毒実触，音  

声，化粧，匂い，服装そのほかの人工品などさま  

ざまな手段が考えられる。   

このように対人コミュニケーションの手段には  
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なされ，Harperら（1978）のまとめには998論文が  

引用され，その半分以上は1970年から1976年の間  

に公表されてたものである。1970年代に研究が盛  

んであったことがよくわかる。19別）年代は，その  

組織化，理論化の年代といえよう。量から質の時  

代へと，経済現象，社会現象に対応して，研究の  

流れが変化していると考えられる。そして現在は，  

コミュニケーション手段が多様化し，Internetを  

利用して，全世界と文字情報だけでなく，画像や  

映像情報の交流をすることができる。質から感性  

の時代へと流れが移り変わっているのではないだ  

ろうか。  

Ⅰ．非言語的コミュニケーションにおける表情  

および視線の研究   

表情表出や視線行動については，古くから哲学  

者，小説家などに気づかれ，「顔は心の鏡」「顔色  

をうかがう」「目は口ほどにものを言い」など，洋  

の東西を問わず語られてきたことである。これら  

の表現にも見られるように，表情や視線は様々な  

情報を表出し，そこから情報を解読することがで  

きる。   

Darwin（1872）以後，様々な角度から研究が続け  

られ，Ekman（Ekman，1975，1982）が精力的に研  

究を行っている。基本的なテーマとして，表情認  

知の正確さや表情判断の手がかり（Ekman，  

1975），表情認知の発達，表情表出のカテゴリー（鈴  

木，1983），表情の尺度化，表情解読テスト作成，  

感情表出に関する社会的スキル（鈴木，1991），ク  

ロスカルチェラルな研究（Ekman，1982）など多数  

の研究が行われている。   

最近では，コンピュータのCRT上に図1のよ  

うな線画による顔図形を描き，8種類の特徴点の  

位置をkeyboard操作によって移動し，顔の形状  

を変化させて，特定の感情を表現しようという研  

究も行われている（山田，1993；1994）。また，  

EkmanのFACS（1978）の符号化システムを利用  

して，顔画像を合成し，動きと表情を表示できる  

ようになってきた（原島，1988）。   

また，Wedell＆Parducci（1988）が開発した顔  

面表情による尺度では，主観的な幸福感を図1の  

′一｛－－  

＜⊂正＞  

†  

図1線画による顔図形（山田（1993）より引用）  

ように，口の様子を徐々に変化させることによっ  

て作成された表情の中から，回答者は自分の状態  

に最もあてはまる表情を選択するというものであ  

る。この尺度によって測定された主観的幸福感は，  

質問項目によって測定された幸福感との相関も高  

く，再テスト法によって高い相関が得られている。  

このことから，妥当性や信頼性があると報告され  

ているが，感情測定の内容が主観的幸福感という  

ひとつの感情の程度を測定しているにとどまり，  

多種多様にある感情の測定や感情の尺度化はこれ  

からの課題といえよう。   

また，対象の特性や変数間の関係を2次元平面  

に表現しようとしたChernoff（1973）は，多変量デ  

図2 顔面表情による尺度（Wedell＆Parducci（1988）より引用）  
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「C：。ミ」，イカ「くコ：多」等の表現ができる。   

文字顔は自然発生的に各種のネットワークで生  

まれたと考えられるが，USENETで用いられた  

のが最初という説もあるが，1980年頃，カーネギ  

ーメロン大学の電子掲示板でScotFahlmanとい  

う人物が優ったのが最初のようである（川上  

ら，1993）。   

通信ネットワークで使われている文字顔の向き  

は，（人＿〈）ト＿・）（〈ム人）（人レ＜；）（＠＿＠）（‾0‾）のよ  

うな「正立型」と：－）：－く：－〉：－0：－Pのような横  

向きのもの（首を横にしてみると顔にみえる「転  

倒型」）がある。海外ネットワークで使われている  

文字顔は転倒型のものが多いのに対して，日本国  

内のパソコン通信などで使われているものには正  

立型のものが多い。正立型のものは海外ネットワ  

ークではあまり見られない。   

文字顔は送り手が意図したものを受け手に正し  

く伝わっているのかという問題がある。非言語的  

コミュニヨケーションのテーマとして考えると，  

表出・解読の問題にあたる。野島（1993）によれば，  

：－）を含む文章の万が一般的に好意的に受け取ら  

れるものの，解釈が多義的なため，かえって誤解  

されることもあるという。   

典型的なトラブルとしては，AさんはBさんに  

対して少し辛口に受け取られるかもしれないコメ  

ントをする。それを和らげようとAさんは，十）を  

めメッセージに付け加えるが，Bさんはその：－）を  

Aさんの皮肉（Bさんには微笑みではなく冷笑に  

見える）として受け取ってしまい，激怒する，と  

いうことになる。本来はネットワーク・コミュニ  

ケーションを円滑に進めるための道具として作ら  

れたものが，コミュニケーションの障害になると  

いう事態である。   

マルチメディアやインターネットの普及などに  

より，コミュニケーション手段がいろいろな形で  

変化してきている今日，このように感情の表出・  

解読，その尺度化，コンピュータによるコミュニ  

ケーション手段の変化による情報伝達の問題など  

が融合しているのが現状である。これらの手段を  

通じての情報の伝え方，特に感情の表出・解読の  

仕方，その手段の尺度化の問題など検討を加えな  

ければならない問題がさらに追加された状態であ  

ータを顔の造りで表現する顔形グラフ（図3）を  

提案した。彼は「人間の心の柔軟性flexibility  

は，人の顔に摸したときに最大限に発揮される」  

として，変数間の関係や対象のもっている特性を  

直観的に把握したり，対象を分類したりする場合  

にこれが有用であるとしている。この顔形グラフ  

は図に示されるような18個の観測値で構成されて  

いるが，これを変形して，顔だけではなく，手，  

足，人間の体全体によって変数間の関係を表現し  

ょうとした研究（脇本，1977）もある：   

視線や目の形状についても，斑1に示されたよ  

うなシュニレーション実験で重要な要素として作  

閻    1？  
鉱IS叩  ユう   1咄   70   

図3 顔形グラフの例（Chernoff（1973）より引用）  

用しているだけでなく，対人コミュニケ「ション  

での相互作用にいろいろな役割を果たしているこ  

とがわかってきている。視線行動は，視線により  

好意などの情報を伝えたり，受け取ったりする（福  

原，1990；和田，1986），会話をスムーズ♪にする調  

節機能（福原，1977；吉田・飯田，1981：大坊，  

1982）などである。また，説得をしたり，騙したり  

などの場面で意図的に視線を使い，相手をコント  

ロールしようという場合もある（大坊，1988）。こ  

れらの非言語的コミュニケーションの各チャンネ  

ルについての議論は鈴木（1991）に詳しい。  

ⅠⅠ．コンピュータによるコミュニケーションでの  

感情表現   

コンピュータによるコミュニケーションで交わ  

される文章のやりとりに，文章以外の非言語的な  

情報を盛り込むための手．段のひとつが，キーボー  

ドの文字や記号を利用して作る文字顔（表情文字）  

である。これは，文の間や末尾に置かれ，文字や  

記号を組み合わせることによって作る表情という  

ことができる。もちろん 表情を表現する文字顔  

だけでなく，蛇「〉0）～～～ 」，さかな  

「〈0）））多，〈十））〉〈〈，〉○））））多」，タ コ  
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る。そこで，本研究では，キーボードにより作成  

できる文字顔の解読がどのようになされるのかに  

ついて，まず，快一不快という基本感情による分  

類を試みた。  

方  法   

被験者：男子137名，女子110名の男女大学生合  

計247名であった。  

調査用紙：keyboard上にある記号や文字を使い，  

124個の文字顔（確認のための同一のものを含む）  

を作成し，使用した。  

手続き：124個の文字顔それぞれについて，快，  

どちらともいえない，不快の3件法で回答を求め  

た。  

結果および考察  

快一不快の判断を快から不快の順に同一のもの  

を除いて並べたもの（横向きの顔を含む）が表1  

である。   

80％以上が快と判断したものは，（〈。〈）（〈0〈）  

（〈＿〈）（＜．＜）（＜0＜））〈0人（（▲0〈）（〈．〈）（●〈0〈●）  

（人J人）（〈○人）：－〉く人三〈〉（〈◇〈）（人・∧）（＊∧＿＜＊）  

（〈Ⅴ〈）（＊∧＿〈＊）〉〈＿人く（∧く∧）：－）（＊∧。〈＊）  

（〈○∧）（♯〈・∧♯）であり，「〈・〈」が共通して特徴的  

である。   

また，55％以上が不快と評定したものは，（／＿；）  

（T＿T）ト〆；）（；＿：）（：＿；）（〉＿く）（‾＿－；）ト＿；）（－；）  

卜＿－；）（；＿；）（＝＿＝；）：－くであり，全体に共通性はみ  

られず，目の形状がさまざまである。口が特徴と  

して考えられる「：一く」や目が「＝＝」「；；」「－－」  

「〉〈」「T T」「／；」で表現されていものなどい  

ろいろである。また，（－；）（＝＿＝；）などの「；」が  

冷や汗と解釈されて，不快と判断していると推測  

されるものもある。   

次に，因子分析は以下の手続きにより行われた。  

124個のうち重複している文字顔と横向きの顔を  

除き，92個の文字顔を選択し，各被験者による文  

字顔の快一不快評定から相関行列を算出し，主因  

子法により因子を抽出し，さらにバリマックス法  

により因子軸の回転を行った。その結果，固有値  

が1．0以上の因子は25個で，固有値が2．0以上の因  

子は8個であった。全体の因子負荷量は表2に示す  

表1文字顔の評定結果（快一不快順）  

顔  

通りであった。   

第Ⅰ因子は32個で，（〈u〈）（（〈ム〈）のように大小  

の違いはあるものの，「〈〈」「〈 人」という目あ  

るいは眉が共通である。「目・眉がへ状」因子とも  

呼べるものである。第ⅠⅠ因子は，16個で，（－＿－；）  

（‾＿－；）（－。一；）卜．一）（－＿一）（＝＿＝；）卜0－；）のような  

目が棒状（「－＿－」「‾＿－」「＝－＝」の因子中心であ  

り，「目が棒・波状」因子といえよう。第ⅠⅠⅠ因子  

は，10個で，「（0．0）」「（・。・）」「（．ノ）」のように  

目が点か丸（「0．0」「・。・」「．ノ」）になっているの  

で，「目が点・丸状」因子といえよう。第ⅠⅤ因子  

は，▲9個で，「（＠＿＠）」「（￥＿￥；）」「（＊＿＊）」  

「（＋＿＋）」「（？＿？）」のように目が各種の記号にな  

っているので，「目が記号状」因子といえよう。第  

Ⅴ因子は，3個で，（‥）（＝＿＝）（T＿けのように共  

通した特徴を見いだすのは困難である。第ⅤⅠ因  

子は，4個で，（；＿；）（：＿；）（；＿：）（；0；）のように「；」  
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表2 文字顔の快一不快評定による因子分析結果（因子負荷量：バリマックス回転法解）  

因子  因子  因子  因子  因子  因子  因子   
変数  Ⅰ  Ⅱ  Ⅰ∬  ⅠⅤ  Ⅴ  ⅤⅠ  ⅥⅠ  

（〈u〈）   ．7854 ．0273 －．0537 －．0493 －．0591 ．0314 －．0199 ．0695  

（〈Ⅴ〈）   ．7041 －．0767 －．0475 一∴0659 －．1525 ．0030 ．0266 －．0398  
（〈ム人）  ．7838 ．0065 ．0632 ∴0134 ．0385 －．0430 ．1746 －．0090  

（人／人）  ．6821 －．0211 ．0236 －．0450 ．0799 －．1169 ．1657 －．0474  
）人0〈（  ．6800 ．0655 ∴0731 ．0788 ．0684 －．0169 ．1322 －．1856  
（〈○∧）  ．6794 ∴㈹03 －．1308 ．0933 一．1930 －．0751 －．0342 ．1497  

（〈◇〈）  ．6625 ．1035 ∴0237 ．0206 －．0702 －．0013 ．1709 ．0002  
（●〈0〈●）．6593 －．0446 ∴1694 ．0628 －．0399 ．0136 ．1707 －．0244  

（▲r）  ．6529 －．1074 ．0698 －．0181 ．0780 －．024ト ．0988 ．2136  
（〈く人）  ．6458 －．0139 ．0880 －．1662 －．00謂 －．0493 ．0682 ．1381  

（〈）0（＜）   ．6448 －．1040 ．1146 －．0355 ∴0762 ．0353 ．0098 －．1030  

（＜・〈）  ．6266 －．0168 －．0908 一∴0843 －．1132 －．0545 ．1575 ．0206  
（＊▲＿〈＊）  ．6209 ．0084 －．0182 ．0764 ．1685 ．0737 ．1080 ．0826  
（♯▲．人♯）   ．6021 ∴1027 ．1510 ．1678 ∴1186 －．0837 ．2273 ．1329  

（∧レ∧；）  ．5802 －．0100 ．0732 ．0500 －．0671 －．0061 ．4274 －．0065  
〉〈〈く  ．5800 ．0971 ．0726 －．0153 ．0174 ．0393 ．1651 ．1573  

（＊＝。〈＊）  ．5404 一．0730 ．0229 ．1421．1981．0339 ．0558 ．0238  

（▲0〈）  ．5374 －．0305 一．1180 －．1494 －．0023 ．1049 ．0924 ．0904  
（〈0＿0人）   ．5273 ．0326 ．0025 ．1717 －．0711 ∴0448 ．0790 －．0273  
ぐ！へ〉  ．5010 －．0440 ．0145 ．1595 －．1775 一．2754 ．0625 －．0581  

（人∴）  ．5006 ．1700 －．0621 ．0888 ．0574 ．1284 ．4678 ．0800  
（＊∧＿＜＊）   ．4710 －．0637 －．0677 ．0550 ．0056 ．0765 ．1972 ∴1114  

（＜＿人）  ．4063 －．0515 －．2148 一．0759 ．1079 ．0368 ．2047 ∴1044  
（〈＝▲；）  ．4033 －．0134 ．0814 ．0248 －．0151 ．0185 ．3226 －．0714  

（人0＜）  ．4029 ∴1040 －．0222 ．0218 －．2080 －．0344 ．0859 ．1332  
（＜0＿0人）   ．4018 ．0934 ．1804 ．1317 一．0608 －．0459 ．1469 ．0499  

（〈’人）  ．3973 ．0797 ．0722 －．0380 －．0742 ．0420 ．2015 ∴1618  

（〈。∧）  ．3877 ．0279 －．0072 －．0358 ．0374 ．0558 ．1342 ．0969  
（ノ、■）  ．3756 一．0594 ．0074 －．1785 －．0268 －．0462 ．1378 －．0261  
（〈．∧）  ．3287 ．0255 ．0114 －．0084 ．0429 －．0905 ．2100 ．0091  

（〈＿－）  ．3018 －．0107 ．1431 ．0007 －．2176 ．0703 －．02朗 一．0525  
（’；’）  ．3007 ．0282 －．1887 ．0432 －．0700 ．0220 ．0726 ．0676  

卜＿－；）  一．00鰭 ．7772 －．1050 ．㈹47 －．0944 ．0320 ．0461 －．0280  
（‾√；）   －．0009 ．7339 －．1756 －．0026 ．0973 ．2427 ．0278 ．1306  

卜．－；）  －．0645 ．6984 －．0511 －．0332 ．0780 ．1039 ．0702 ．1140  

（‾＿‾；）  －．0006 ．6931 ∴1163 －．0033 －．0263 ．1495 ．0001 －．0048  

（‾＿‾）  ∴0162 ．舗72 －．2329 ．0277 －．1278 ．0591 一．1349 ．0252  
卜。一；）  －．0053 ．6311 －．1741．2252 －．1311．1773 ．1799 －．0403  

卜．－）  一．0876 ．5362 ∴3234 －．0922 －．0261 －．0402 ．0923 ．0209  
卜＿－）  －．0587 ．4916 －．銅70 －．0185 －．0335 －．1663 －．1362 ．0055  
（－；）  ．1093 ．4740 ．1056 ．1210 －．0405 ．1203 －．0239 －．0118  
（＝＿＝；）  －．06糾 ．4543 ∴0398 ．1943 －．0803 ．㍊91．1600 －．1175  

（－い；）   ．0704 ．4081 －．0085 －．0054 ．0901 ∴0157 ．1192 ．1258  

（‾0‾）  －．0111．4069 一．1679 ．0095 －．0127 ．05朗 ．05郎 ．1822  
（・。・；）   ．1382 ．3602 －．2212 ．1094 ．0771．0178 ．1608 ．0769  

ト＿・；）   ．0482 ．3504 －．3149 ．1467 ．0218 ．1188 ．㍊19 －．帥44  

（・＿；）  ．0166 ．3341 一．2639 ．0779 －．0547 ．詑76 ∴0185 －．0317  
（‥；）  ．0郎4 ．3269 －．1563 ．0495 －．1371 ．1480 ．1929 ．0648  

（0．0）  一．0260 ．0591 一．鵬23 ．0156 －．1140 －．0054 ．1045 ．1495  

（・。・）  －．0510 ．1916 －．舗㍊ ．1026 ∴0704 ．1311 －．1370 一．0679  

（・＿・）  －．0336 ．2701 －．6542 ．0472 －．1157 ．1056 ．0105 ．1385  

（○＿○）  ．0438 ．．2463 －．0082 ．0724 ．0049 ．0225 －．0577 ．0089  
（○一0）  －．0295 ．0714 一．4968 ．0429 －．1288 －．0715 ．0655 ．2991  
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（0．0；）  

（．＿．）  
（00）  

（’＿’）  

（○レ0）   

（軋朝  

（￥＿￥；）  

（＠▼＠。）  

（＊－＊）  

（＊＿＊；）  

（＋＿＋）  

（・0・）  

（？＿？；）  

（？＿？）   

（．．）  
（＝＿＝）  

（T＿T）   

（；＿；）  

（：＿；）  

（；＿：）  

（；0；）   

（〈。〈；）  
（〈＿〈；）  

（人0〈；）  

（〈〈；）  

（人．〈；）  

∴0230 ．0102 ．0452 ．2882 ．2291  
．1871 －．3425 ．2775 一．0421 ．1163  

．0860 －．2715 －．0631 －．0148 －．0734  
．1014 －．0546 －．0178 ．0327 ．0066  

∴1493 －．1027 －．0169 一．0019 ．0913   

．7349 ．0215 ．0107 ，0513 －．0006  
．6694 ．1030 ．0114 ．0231 ．0003  

．6454 ．0158 ．0290 ．1495 ．0857  
．5439 －．0091 ．1049 －．0576 ．1784  
．5141 ．1290 ．0743 ．0770 ．1601  
．4084 ．0243 ．1050 －．0429 ．1055  

．3882 －．2647 －．0123 ．0096 ．1299  
．3766 －．0252 ．0902 ．1836 ．0638  
．3567 －．0718 ∴0161 ∴0428 ∴1581   

－．0952 一．7669 ．0510 ．0608 ．0627  
．2173 －．3976 ．1639 －．1503 ．0063  
．1793 －．2453 ．1741 ∴0587 －．2121   

．0684 －．0770 ．7388 ．0230 ．1700  
．0694 －．0876 ．7078 ．0508 一．1625  
．001童 ．0461．7084 ．0907 －．0392  

．0668 ．2705 －．4257  
－．0799・．1197 一．3492  

．0667 ．1430 －．3290  
．1507 ．1826  －．3145  
．1600 ．0346 二．2822   

．1341 ．0500 －．1750  
－．0838 ．0472 ．0913  
．0778 ．1024 ∴0775  

一．0505 ．1475 －．0818  
∴1339 ．3002 －．0496  

－．0250 ．2307 －．2482  
．0728 ．1160 －．1212  
．0497 ．1585 －．0811  

．1003 ．0820 －．0549   

．1003 ．0742 －．1355  

∴0030 ．3862 －．1067  
－．0800 ．1403 －．0815   

．0307 ．1772 ．0213  

一．0439 ．2568 －．1737  
－．1209 ．1798 －．0974  

．0540 ．0496   

．7365 －．0954  
．6317■ －．0487  
．6074 ．2182  

．5997 一．0581  

．5900 ．0829   

－．0564  ．6612  
．2497 ．4950   

－．0271 －．0368  
．1331 ．0822  

一．0155  ．0581  
．0877  －．0491  
．0008 ．0851  
．0172  －．0516  

．1438  －．0586  
．1450  －．0100  

－．0852  －．0385  
一．0217 ∴0061  
．0893  ∴0322  

．2186 ．0145 ．0927 －．0075 －．1187 ．2886   

．3508 ．1232 一．0269 ．1455 －．0054 ．0481  
．2370 ．2お7 ．0528 ．0767 ．0344 ．0111  
．4086 －．0008 ．0307 一．0349 一．0353 ．0496  

．4375 ．0268 －．0663 ．0277 －．0318 ．0787  
．4088 ．0614 ．0464 －．0459 －．0650 ．0334  
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．1269 ∴0682 ．0230  
．1314 －．0575 ．1805   

．1759 －．0489 ．1082  
．0503 ∴0046 ．1275  
．0870 ．0534 ．0213  
．1082 －．2210 ．1140  

．1754 一．0625 ．2069  
．1447 －．1080 ．1041  
．0878 －．0057 ．1566  

．1053 －．0350 ．1503  
．0232 －．1766 一．0234  
．0329 －．1862 ．0265  
．1128 －．2007 ．1389  

．1498 ．1081 －．1910  
．0479 ．1101 一．1111   

∴2418 ．1310 －．0327  
－．0126 ．1457 －．1571  

．0699 ．1637 一．1616  
．0440 ．1100 －．0936  

－．0322 ．1875 －．1139  

．1137 ．1260 －．0330  
．0267 ．0063 －．0597  
．1373 ．2794 －．2179  
．0550 ．2397 －．2402  

－．0029 ．1474 －．0343  

．1372 ．1722 －．0277  

寄与率  15．801412．7561 4．3253 3．1245 3．1063 2．4477 2・2722 2・0545  
36．0074 39．1137 41，5615 43．8338 45．8883  

が丸く，口が開いているので，「驚き」因子といえ   

よう。  

このようにkeyboardによって入力できる記号   

という制限付きではあるが，「目の形状」の変化や   

「冷や汗」，「涙」等をつけ加えることによって感   

情情報を変化させている。文字だけを利用してメ   

ッセージを一作成するだけでは，感情に関わる部分   

で伝わる情報量が少ない。そうした問題に対処し，  

累積寄与率15．8014 28．5575 32．8828   

が左か右あるいは両方にみられ，「，」が共通の特  

徴であるので，「涙」因子といえよう。第ⅤⅠⅠ因子  

は，5個で，（〈∴）（∧0人；）（人〈；）（人∴）のように，  

目は第Ⅰ因子と同様「への字状」であるが，「；」が  

共通の特徴である。第ⅤⅠ因子も同じ「；セミコロ  

ン」ではあるが，「；」のある場所から推測して，こ  

の場合には「冷や汗」因子ということができよう。  

第ⅤⅠⅠⅠ因子は，2個で，（000）（000；）のように，目  
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化して，「わはは」あるいは（笑），「うるうる」さ  

らには「しくしく」という表記を加えたり，間を  

「…… 」で示したり，ためいきを「あーあ」で  

示したり，考え込む姿勢を「ふ－む」といった表  

現で表わすような，擬態語や擬声語の使用もみら  

れる。  

本研究では，「快一不快」についてのみ回答を求  

めただけであるが，これらの因子ごとの分類に基  

づき，詳細な感情カテゴリー分類，感情の伝達，  

解読が可能なのかどうかについては，今後の問題  

であり，文字顔をも含めて，擬態語や擬声語を用  

いて，感情尺度を構成することも考えられ，検討  

課題といえよう。  
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